宮城教育大学
シラバスの引用先URL:http://syllsrv.miyakyo-u.ac.jp/cgi-bin/SyllSearch/SyllSearch2008.cgi?id=865&mode=show
講　　義
題 目 名 情報処理入門 授業担当
教　　員 鵜川　義弘　　　　　　　 
相当科目 　  
単 位 数 2 単位　 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 後期 月曜日 5時限 情報第２演習室 情報第３演習室南
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 　 
履修対象
学　　年 1/2 年 次 年 度
出講予定 後期 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 環境教育実践研究センター 
■授業概要
計算を目的として誕生したコンピュータは、その後、人々の活動を
支援する目的で使用されはじめている。講義では、現代社会における
コンピュータの役割を理解し、活用するための技術を学ぶ。
演習では、「情報機器の活用」をめざす。
■授業計画
前期の「情報機器の操作」を受けて、「情報機器の活用」を
めざして、授業の2/3程度は、演習に当てる。
講義では、コンピュータの基本的仕組みを学び、現代社会におけるコンピュータの役割を理解する。次に、ネットワーク化について学び、情報を環境として提供するための技術を学ぶ。最後に、その環境により提供される情報とのかかわりかた、
および、その環境の中に作り上げられる人工的な情報社会に
ついて考察する。
＜講義の内容＞は、
　・コンピュータの設計概念、
　・ハードウエアの仕組みと論理回路
　・数の表現と文字データの表現
　・コンピュータのネットワーク化とインターネット
を予定している。
＜演習の内容＞
　・アプリケーションソフトウェアを活用した演習
ワープロソフトウェア（Word)、表計算ソフト（Excel）、
プレゼンテーションツール（PowerPoint）などを取り上げ、
教育現場で活用できることを目指す。
■成績評価の方法
試験１回。レポート８回程度。出席重視。
■教科書・参考書
参考書：小野厚夫「情報科学概論」培風館、片方善治「情報文化入門」悔文堂大野豊「情報リテラシ」共立出版、宮田加久子「電子メディア社会」誠信書
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
ほとんどが演習となる。座席が足りない場合には、第３演習室も使用する

講　　義
題 目 名 情報機器の操作ａ 授業担当
教　　員 情報機器操作実施委員　　　　　　　 
相当科目 　
単 位 数 2 単位 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 前期 月曜日 1時限 210番教室 情報第２演習室/情報第３演習室
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 　 
履修対象
学　　年 1 年 次 年 度
出講予定 前期 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 学務委員会 
授 業 の概　　要
 ■授業概要
本大学における情報教育の基盤になる、情報機器の操作に関わる基礎的な内容を扱う。コンピュータの基本的な使用方法、インターネットの利用方法とモラルなどを修得する。宮城教育大学内の情報関係システムの構成を理解し、その正しい利用方法を学ぶ。（初回は２１０教室で講義を行う。）
■授業計画
【1】講義、イントロダクション、コンピュータのハードウエア＆ソフトウエア
【2】講義、インターネット、電子メールの基礎、設定方法
【3】演習、ＯＳ１、ログイン、基本操作
【4】演習、ＯＳ１、電子メール、日本語入力
【5】講義、電子メールの使い方、ブラウザの使用法
【6】演習、ＯＳ２、ログイン、電子メール設定２、日本語入力、他
【7】演習、ＯＳ２、正しい電子メールの書き方と送受信
【8】試験、ＯＳ２、中間試験
【9】講義、コンピュータネットワーク、ネットを安全に使うには
【10】演習、ＯＳ２、ブラウザの使い方、Web検索、Web　Mail 他
【11】演習、ＯＳ２、Wordの起動と印刷
【12】講義、事例紹介
【13】演習、ＯＳ１、Web情報のWordへの貼付けと印刷
【14】演習、ＯＳ１、メールで添付書類を送信、他
【15】試験、ＯＳ１、期末試験
■成績評価の方法
中間演習試験および最終演習試験、出席などで総合的に評価する予定である。基本的にすべての授業に出ることが求められ、４回以上の欠席は不合格になる。
■教科書・参考書
教科書：・宮城教育大学情報処理センター学生利用ガイド（センターより配送）
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
宮城教育大学のコンピュータシステムの利用方法を知るためには、必須の授業である。講義と演習が組み合わされているので、1時間1時間の授業内容、課題達成を確認しながら、1年後期からのコンピュータを利用するほかの授業で困らないよう、確実に学習を進めてもらいたい。

講　　義
題 目 名 情報機器の操作ｂ 授業担当
教　　員 情報機器操作実施委員　　　　　　　 
相当科目 　　 
単 位 数 2 単位 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 前期 月曜日 2時限 210番教室 情報第２演習室/情報第３演習室
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 　 
履修対象
学　　年 1 年 次 年 度
出講予定 前期 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 学務委員会 
授 業 の
概　　要
(ねらい) ■授業概要
本大学における情報教育の基盤になる、情報機器の操作に関わる基礎的な内容を扱う。コンピュータの基本的な使用方法、インターネットの利用方法とモラルなどを修得する。宮城教育大学内の情報関係システムの構成を理解し、その正しい利用方法を学ぶ。（初回は２１０教室で講義を行う。）
■授業計画
【1】講義、イントロダクション、コンピュータのハードウエア＆ソフトウエア
【2】講義、インターネット、電子メールの基礎、設定方法
【3】演習、ＯＳ１、ログイン、基本操作
【4】演習、ＯＳ１、電子メール、日本語入力
【5】講義、電子メールの使い方、ブラウザの使用法
【6】演習、ＯＳ２、ログイン、電子メール設定２、日本語入力、他
【7】演習、ＯＳ２、正しい電子メールの書き方と送受信
【8】試験、ＯＳ２、中間試験
【9】講義、コンピュータネットワーク、ネットを安全に使うには
【10】演習、ＯＳ２、ブラウザの使い方、Web検索、Web　Mail 他
【11】演習、ＯＳ２、Wordの起動と印刷
【12】講義、事例紹介
【13】演習、ＯＳ１、Web情報のWordへの貼付けと印刷
【14】演習、ＯＳ１、メールで添付書類を送信、他
【15】試験、ＯＳ１、期末試験
■成績評価の方法
中間演習試験および最終演習試験、出席などで総合的に評価する予定である。基本的にすべての授業に出ることが求められ、４回以上の欠席は不合格になる。
■教科書・参考書
教科書：・宮城教育大学情報処理センター学生利用ガイド（センターより配
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
宮城教育大学のコンピュータシステムの利用方法を知るためには、必須の授業である。講義と演習が組み合わされているので、1時間1時間の授業内容、課題達成を確認しながら、1年後期からのコンピュータを利用するほかの授業で困らないよう、確実に学習を進めてもらいたい。

講　　義
題 目 名 情報機器の操作ｃ 授業担当
教　　員 情報機器操作実施委員　　　　　　　 
相当科目 　　 
単 位 数 2 単位　 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 前期 金曜日 1時限 210番教室 情報第２演習室/情報第３演習室
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 　 
履修対象
学　　年 1 年 次 年 度
出講予定 前期 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 学務委員会 
授 業 の概　　要
 ■授業概要
本大学における情報教育の基盤になる、情報機器の操作に関わる基礎的な内容を扱う。コンピュータの基本的な使用方法、インターネットの利用方法とモラルなどを修得する。宮城教育大学内の情報関係システムの構成を理解し、その正しい利用方法を学ぶ。（初回は２１０教室で講義を行う。）
■授業計画
【1】講義、イントロダクション、コンピュータのハードウエア＆ソフトウエア
【2】講義、インターネット、電子メールの基礎、設定方法
【3】演習、ＯＳ１、ログイン、基本操作
【4】演習、ＯＳ１、電子メール、日本語入力
【5】講義、電子メールの使い方、ブラウザの使用法
【6】演習、ＯＳ２、ログイン、電子メール設定２、日本語入力、他
【7】演習、ＯＳ２、正しい電子メールの書き方と送受信
【8】試験、ＯＳ２、中間試験
【9】講義、コンピュータネットワーク、ネットを安全に使うには
【10】演習、ＯＳ２、ブラウザの使い方、Web検索、Web　Mail 他
【11】演習、ＯＳ２、Wordの起動と印刷
【12】講義、事例紹介
【13】演習、ＯＳ１、Web情報のWordへの貼付けと印刷
【14】演習、ＯＳ１、メールで添付書類を送信、他
【15】試験、ＯＳ１、期末試験
■成績評価の方法
中間演習試験および最終演習試験、出席などで総合的に評価する予定である。基本的にすべての授業に出ることが求められ、４回以上の欠席は不合格になる。
■教科書・参考書
教科書：・宮城教育大学情報処理センター学生利用ガイド（センターより配
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
宮城教育大学のコンピュータシステムの利用方法を知るためには、必須の授業である。講義と演習が組み合わされているので、1時間1時間の授業内容、課題達成を確認しながら、1年後期からのコンピュータを利用するほかの授業で困らないよう、確実に学習を進めてもらいたい。

講　　義
題 目 名 情報機器の操作ｄ 授業担当
教　　員 情報機器操作実施委員　　　　　　　 
相当科目 　　 
単 位 数 2 単位  　 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 前期 金曜日 2時限 210番教室 情報第２演習室/情報第３演習室
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 　 
履修対象
学　　年 1 年 次 年 度
出講予定 前期 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 学務委員会 
授 業 の概　　要
 ■授業概要
本大学における情報教育の基盤になる、情報機器の操作に関わる基礎的な内容を扱う。コンピュータの基本的な使用方法、インターネットの利用方法とモラルなどを修得する。宮城教育大学内の情報関係システムの構成を理解し、その正しい利用方法を学ぶ。（初回は２１０教室で講義を行う。）
■授業計画
【1】講義、イントロダクション、コンピュータのハードウエア＆ソフトウエア
【2】講義、インターネット、電子メールの基礎、設定方法
【3】演習、ＯＳ１、ログイン、基本操作
【4】演習、ＯＳ１、電子メール、日本語入力
【5】講義、電子メールの使い方、ブラウザの使用法
【6】演習、ＯＳ２、ログイン、電子メール設定２、日本語入力、他
【7】演習、ＯＳ２、正しい電子メールの書き方と送受信
【8】試験、ＯＳ２、中間試験
【9】講義、コンピュータネットワーク、ネットを安全に使うには
【10】演習、ＯＳ２、ブラウザの使い方、Web検索、Web　Mail 他
【11】演習、ＯＳ２、Wordの起動と印刷
【12】講義、事例紹介
【13】演習、ＯＳ１、Web情報のWordへの貼付けと印刷
【14】演習、ＯＳ１、メールで添付書類を送信、他
【15】試験、ＯＳ１、期末試験
■成績評価の方法
中間演習試験および最終演習試験、出席などで総合的に評価する予定である。基本的にすべての授業に出ることが求められ、４回以上の欠席は不合格になる。
■教科書・参考書
教科書：・宮城教育大学情報処理センター学生利用ガイド（センターより配布)
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
宮城教育大学のコンピュータシステムの利用方法を知るためには、必須の授業である。講義と演習が組み合わされているので、1時間1時間の授業内容、課題達成を確認しながら、1年後期からのコンピュータを利用するほかの授業で困らないよう、確実に学習を進めてもらいたい。

講　　義
題 目 名 情報の科学 授業担当
教　　員 武田　敦志　北方　　元　三石　　大　　　　　 
相当科目 　 
単 位 数 2 単位
ホームペ ー ジ http://nib.csr.miyakyo-u.ac.jp/ 
毎週授業
時 間 数 (2) 時間 定　　期
時 間 割 集中 情報第３演習室 
履修対象
入学年度 H12・13・14・15・16・17・18 年度入学者対象 集　　中 8/19～8/22　 
履修対象
学　　年 全 年 次 年 度
出講予定 未定 
授業形態 講義 講　　座
専　　攻 環境教育実践研究センター 
授 業 の
概　　要
(ねらい) ■授業概要
情報の価値とは？　コンピュータによる情報処理とは何か？情報を有効に活用するにはどのような情報通信システムが望ましいか？を主テーマに情報科学の発展と今後の展望を周辺の自然科学、人文科学と対比させながら講義する。
■授業計画
最近の情報科学の伸展と情報機器の機能向上を学習し、人類の知的資源
「生きた情報」として活用することを学習課題とする。コンピュータを
使った演習を取り入れる。
　＜予定内容＞
　情報処理の過去・現在・未来、
　コンピュータおよびソフトウエアの設計思想、
情報表現のメディアとしてのコンピュータの役割
　演習として、文書処理、電子メールを取り入れる。
■成績評価の方法
レポート１０回程度。出席重視。
■教科書・参考書
参考図書：村井純「インターネット」岩波新書渋谷宏「パソコン教育不平等論」中公ＰＣ新書
■履修に当たっての留意事項・メッセージ
演習もとり入れる。受講生が多い場合は、演習をグループ分けして行う。レポート提出には、電子メールを取り入れる。
授業担当
教　　員	榊原　光裕　　　　　　　	　
ホームページ　	http://staff.miyakyo-u.ac.jp/~mits/
定　　期
時 間 割	前期 水曜日 3時限 情報第１演習室 
集　　中	　
次 年 度
出講予定	欠講
講　　座
専　　攻	芸術文化


